






































































































































































































































































































































































































































































































写真30 大雄宝殿前で献灯 写真31 蔵経楼
























































































写真48 出迎えの僧たち 写真49 大相國寺・天王殿（四天王を祀る）









































































写真68 少林寺・大雄宝殿の本尊 写真69 塔林



















































ぜ ん む い
が
写真70 龍門石窟 写真71 龍門石窟（奉先寺）
(４) 中国では，毘盧遮那仏




























































写真83 善無畏の碑 写真84 天王殿前の善無畏の像を納めた塔
























































































































































































































































写真115 静安寺山門 写真116 静安寺
61
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静安寺は，三国時代に建てられた寺院で，1750年以上の歴史を有する
が，文化大革命時に，その大部分が破壊されてしまった。20数年前，考
古学的調査によって発見して発掘し，文献と照らして研究し，現在，再
建中である。都会の寺院とあって，叙上の寺院とは構成が大きく異なる
ものの，その規模は壮大で，その作りは豪華なものである（写真118）。
中国の寺院は，ほとんどが石造であるが，静安寺は，木造にこだわり，
中国で一番立派な寺をめざして建築中である。これも，将来の宗教弾圧
の際に壊されないための対策であるという。
静安寺は，空海入唐の道とは直接関係がないが，845年の武帝の廃仏
によって壊滅してしまった密教の復興をめざして，高野山に密教を学び，
中国での密教の拠点にしようと志していることから，ツアー各回の最終
日に加えられているものである。
結び
中華人民共和国憲法は，1954年９月に制定・公布されたが，1975年１
月，1978年３月，1982年12月と３回にわたって全面改正され，1999年３
月に最終改正されている。1978年憲法では「四つの近代化」を表明し，
1982年憲法では「近代化された社会主義国家」の実現をうたい，1999年
写真118 静安寺山門（内側から）
改正では「法律に基づいて国を治めることを実行し，社会主義的法治国
家を建設する」とうたい，法治主義的・社会主義市場経済制の推進を規
定している。
1982年憲法36条は「中華人民共和国の公民は，信教の自由を有する」
と規定しており，日本憲法における旧新規定と同様，規定自体としては
従前と変わらないものの，政策としてはこの時期から，「宗教は阿片」と
して全面否定する立場を修正し，宗教を前面に打ち出してきている。特
に，近代化をめざす中国にとって，「道徳文化」が主要課題となってお
り，儒教，道教，仏教への関心は大きい。教会離れが明確な道徳の低下
をもたらした米国や，無神論・無宗教教育の徹底が社会の無秩序を招い
た日本の例をみても，宗教を強制するのではなく，宗教を尊重する政策
は有益であろう。
香港ディズニーランドで問題となった公衆道徳の欠如は，その苦悩を
表している。市街の主な交差点には交通警察官が立ち番をしているが，
さすがに自動車の信号無視はないものの，歩行者や自転車は全く信号を
見ておらず，赤信号で自動車が走っていても平気で横断したり，交差点
を斜めに横切るのが一般化している。路上でも，多数の車が走っている
中，４車線，６車線の道路ですら平気で横断する人々には逆に驚く。
2000年，国務院は，「国は，公民の信教の自由および正常な宗教活動
を保護する。いかなる国家機関，社会団体および個人も，公民に宗教を
信じ，または宗教を信じないよう強制してはならず，宗教を信仰する公
民と，宗教を信仰しない公民を差別してはならない」という宗教に対す
る政府の基本姿勢を発表した。
また，「中国には現在，各種宗教の信者が一億人余り，登記済みの宗教
活動場所が約85,000カ所，各種宗教事務専従者が約30万人，全国的宗教
団体と地方的宗教団体が約3,000，宗教学校が74校ある。各宗教はいずれ
も自ら経典，書籍，刊行物を出版し，『聖書』の印刷部数だけでも2,000
万冊に達している」という。しかし，人口13億の中国で，「信者数１億
62
論文　空海入唐の道と中国における宗教復興
63
人」というのは，日本の「２億人」に比しても，いかにも少ない。非宗
教化政策の成功と見るべきなのか，やはり「隠れ信者」がいると見るべ
きなのか，現代的な世俗化が進んでいると見るべきなのか。
さらに，国務院発表は，「中国の人民代表大会，政治協商会議でも，各
宗教の信者と各社会団体や組織の人が代表，委員に選出されており，全
国の各級の人民代表大会代表，政治協商会議委員に選出された宗教界人
士は約17,000人いる」とし，宗教関係者が政府との関係で差別されたり，
迫害されているわけではないと強調している。
2004年11月30日，国務院は，同年７月７日の国務院常務会決議をもっ
て制定された，中華人民共和国国務院令第426号「宗教事務条例」を公
布し，2005年３月1日から施行している。総則（１～５条）では，公民の
宗教信仰の自由を保障することを目的とし（１条），公民は宗教信仰の自
由を有することを明瞭にし（２条），国家は法によって正常な宗教活動を
保護し，宗教団体・宗教活動場所・信教公民の合法権益を保障する（３
条）などの旨を明確にし，第２章（６～11条）で宗教団体について，第３
章（12～26条）で宗教活動場所について，第４章（27～29条）で宗教教職
人員について，第５章（30～37条）で宗教財産について，第６章（38～46
条）で法律責任について定めている。
今回，「空海入唐の道」ということで，その関係の寺院をめぐったが，
少なくとも，そこでの寺院修復・復興の著しさには驚かされた。それら
の寺院に訪れている多数の人々，線香や蝋燭を捧げる人々，五体投地で
拝礼し，あるいは合掌して祈る人々の姿に，信仰復興のめざましさを感
じられた。政治と宗教の関係について，深く考えさせられる旅でもあっ
た。
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